
シラバス                                         岐阜県
立高山工業高等学校 
 

 工業技術基礎  

 
 
 

教   科 工業 単位数 ３ 学科・学年 建築インテリア工学科 １年 

使用教科書 工業技術基礎（実教出版） 

副教材等 担当教員が配付する資料等 

 
 

 「工業技術基礎」の到達目標は  

  

 工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、工業の諸課題を適

切に解決することに必要な基礎的な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）工業技術について工業のもつ社会的な意義や役割と人と技術との関わりを踏まえて理解するととも

に、関連する技術を身に付けるようにする。 

（2）工業技術に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対

応し解決する力を養う。 

（3）工業技術に関する広い視野をもつことを目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り

組む態度を養う。 

 

 
１．評価の観点の趣旨と方法 

 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

の

観

点

の

趣

旨 

工業の建築インテリア分野に

関する基礎的な知識と技能を

身につけ、工業の発展と環境・

資源などとの調和のとれたも

のづくりを合理的に計画し、実

際の仕事を適切に処理する技

能を身につけている。 

工業技術に関する諸問題の適切

な解決をめざして、広い視野か

らみずから思考し、基礎的な知

識と技術を活用して適切に判断

し、その結果を的確に表現し伝

える能力を身につけている。 

工業技術について主体的に興

味・関心を持ち、その改善向上

をめざして意欲的に取り組む

とともに、社会の発展に役立つ

技術開発を積極的に学ぶ態度

を身につけている。 

評

価

の

方

法 

・年間４回の定期考査 

・レポートにおける記述 

・授業中の発言 

・作品の仕上がり 

・年間４回の定期考査 

・レポートにおける記述 

・授業中の発言 

・授業中の発言 

・レポートにおける記述 

・授業中の行動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
２．評価の規準（及び年間の評定）  

内容のまとまり(単元) 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

トレース ・製図用具の種類や基本

的な使い方を理解し、

用具の特質を生かし

た正しい使い方がで

きる実践的な知識・技

能を身につけている。 

・製図の基本である線と

文字の表し方やかき

方を身につけ、正確で

美しい線や文字を表

すことに意欲的に取

り組む知識・技能を身

につけている。 

・製図用具の種類や基本

的な使い方について適

切に思考・判断し、用具

の特質を生かした正し

い使い方ができる実践

的な行動力を身につけ

ている。 

・製図の基本である線と

文字の表し方やかき方

について適切に思考・判

断し、正確で美しい線や

文字の表現方法を身に

つけている。 

・製図用具の種類や基本

的な使い方に興味・関

心をもち、用具の特質

を生かした正しい使

い方ができる実践的

な態度を身につけて

いる。 

・製図の基本である線と

文字の表し方やかき

方について興味・関心

をもち、正確で美しい

線や文字を表すこと

に意欲的に取り組む

態度を身につけてい

る。 

建築模型 ・軸組模型の製作を通し

て、構成する部材の名

称や役割などの知識

を習得し、正しく模型

を製作する技能を身

につけている。 

 

・軸組模型の製作におい

て、各部材の望ましい

加工方法をみずから

思考・判断し、効率よ

い加工や製作工程を

創意工夫し、表現する

能力を身につけてい

る。 

・軸組模型は住宅の構造

を理解する上で重要

であることに関心を

持ち、主体的・意欲的

に軸組模型製作に取

り組むとともに、安全

で合理的に製作をす

る実践的な態度を身

につけている。 

木材加工 ・用途に応じた手工具の

正しい選定や使用方

法の知識を習得し、安

全に配慮した作業方

法の技能を身につけ

ている。 

・正確に効率よく木材を

加工する技能を身に

つけている。 

・用途に応じた手工具の

正しい選定や使用方

法を適切に思考・判断

し、安全に配慮した作

業法を表現する技量

を身につけている。 

・用途に応じた手工具の

正しい選定や使用方

法に主体的に興味・関

心を持ち、安全に配慮

して意欲的に作業に

取り組む態度を身に

つけている。 

立体造形 ・物体の形を平面上に表

現する方法として用

いられる投影法を習

得し、その図法を正し

く理解し表現しよう

と意欲的に取り組む

とともに、実践的な知

識・技能を身につけて

いる。 

・物体の形を平面上に表

現する方法として用い

られる投影法の重要性

を思考・判断し、その図

法を正しく理解し表現

しようと意欲的に取り

組むとともに、実践的な

行動力を身につけてい

る。 

・物体の形を平面上に表

現する方法として用

いられる投影法に興

味・関心をもち、その

図法を正しく理解し

表現しようと意欲的

に取り組むとともに、

実践的な態度を身に

つけている。 

1 年間の評定は、４つの講座を、知識・技能（技術）を重視し総合的に判断して決定します。 

 

 

 

 

 



 

 

 
３．学習の計画と評価の観点 

 

学
期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

評価の観点 

考
査
範
囲 

知
・
技 

思
・
判
・

表 主 

１
学
期
～
３
学
期 

４
月
～
３
月 

トレース 

・基本図面の作図 

・製図用具の種類と用途、正しい使用方法を理解す

る。 
・線の種類と使い分けの方法、図や記号の使い方を理
解する。 

・建築製図は、ＪＩＳの規格のみではなく、他分野に

ない記号化が多くみられ、また関連する基礎知識の

幅も広いことを学ぶ。 

〇 〇 〇 一
学
期
期
末
考
査
・
二
学
期
中
間
考
査
・
二
学
期
期
末
考
査
・
学
年
末
考
査
で
各
パ
ー
ト

の
考
査
を
行
う
。 

建築模型 
・平屋建専用住宅の軸組模
型 

・在来軸組構法の骨組の構成を理解する。 

・部材の名称や部材の位置関係を理解する。 

・縮尺や寸法の感覚を養う。 

・伏図、軸組図それぞれの建築図面の役割を理解し、

立体で表現できるようにする。 

・建築構造や製図と関連付けて、木造建築物について

深く学ぶ。 

〇 〇 〇 

木材加工 

・額縁の製作 

・基礎的な工具の選定や扱いかたについて習得し、作

業を正しい手法で能率よく進められるようにする。 

・木取りから塗装までの工程を体験し、木材を材料と

したものづくりの流れを理解する。 

〇 〇 〇 

立体造形 

・立体の表し方 

・立体のデザイン 

・物体を平面状で立体的に表現する方法として投影法
があることを理解し、投影法の体系は、基本立体を
使って建築物と関連させて習得する。 

・各投影法については、投影線と投影面の関係から理
解する。 

・透視投影法では、構図の取り方を習得し、視点と建
築物の位置から描写が変わることを理解する。 

・光線と影の基本を簡単な作図によって習得し、立面

図や透視図に陰影をつけることで豊かで立体感のあ

る表現法となることを実感する。 

〇 〇 〇 

４パート編成で、４講座をローテーションする 

 



シラバス                                         岐阜県立高山工業高等学校 
 

 製図  

 

 
 

教   科 工業 単位数 ２ 学科・学年 建築インテリア工学科 １年 

使用教科書 インテリア製図（実教出版） 

副教材等 トレース技能検定問題集（日本トレース技術研究所）、配布プリント 

 
 

 
「製図」の到達目標は 

 

  

（1）建築インテリア分野に関する製図について日本工業規格及び国際標準化機構規格を踏まえて理解す

るとともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

（2）製作図や設計図に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進

展に対応し解決する力を養う。 

（3）建築インテリア分野における部品や製品の図面の作成及び図面から製作情報を読み取る力の向上を

目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 
 

 

１．評価の観点の趣旨と方法 

 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

の

観

点

の

趣

旨 

製図に関する学習や作図・課題

演習を通して，製図に関する基

本的な概念や総合的な把握の

仕方を理解し，作図手順などの

知識を身につけている。 

 

 

 

 

作図に関する諸問題を総合的な

見地から的確に把握し考察を深

め、製図における基礎的・基本的

な知識を活用して適切に思考・

判断し，創意工夫した製図法で

的確に表現する力を身につけて

いる。 

建築・インテリアに使用される

図面を作成することに興味関

心をもち、主体的に学習に取り

組むとともに，技術者として望

ましい心構えや態度を身につ

けている。 

評

価

の

方

法 

・授業態度 

・線の使い分け 

・課題提出 

 

 

 

 

 

 

・作品の表現状況 

 

・授業準備 

・授業態度 

・提出期限 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
２．評価の規準（及び年間の評定）  

内容のまとまり（単元） 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

第１章  インテリアと

製図 

第２章  製図の用具と

材料 

 

・製図で扱う用具の使用

方法や基本的な技術を

理解することができる。 

・製図用具の種類や基本

的な使い方について適

切に思考・判断し，用具

の特質を生かした正し

い使い方ができる実践

的な行動力を身につけ

ている。 

・製図用具の種類や基本

的な使い方に興味・関心

をもち，用具の特質を生

かした正しい使い方が

できる実践的な態度を

身につけている。 

第４章 製図の規約 

 

 

・製図の規約について、 

設計者の意図を明確に 

伝えるための共通のこ 

とばであること理解で 

きる。 

・製図の基本である線と

文字の表し方やかき方

について適切に思考・判

断し，正確で美しい線や

文字の表現方法を身に

つけている。 

・製図技術の向上に向け

て努力することができ

る。 

・提出期限を守ることが

できる。 

第５章 家具製図 

 

 

 

 

 

 

・家具設計製図の具体的

な流れの理解に意欲的

に取り組み，実践的な技

能をみにつけている。 

・家具図面の描き方の手

順に常に思考・判断し、

正しい線の使い方によ

りきれいに描きあげる

ことに、実践的な行動力

を身につけている。 

・製図技術の向上に向け 

て努力することができ 

る。 

・提出期限を守ることが

できる。 

第６章  内部空間の製

図 

 

 

 

 

・住宅設計製図の具体的

な流れの理解に意欲的

に取り組み，基礎的設計

知識と実践的な技能を

みにつけている。 

・住宅図面の描き方の手

順に常に思考・判断し、

正しい線の使い方によ

りきれいに描きあげる

ことに、実践的な行動力

を身につけている。 

・製図技術の向上に向け

て努力することがで

きる。 

・提出期限を守ることが

できる。 

1年間の評定は、１学期・２学期・３学期の年間を通じて，思考・判断・表現を重視し総合的に判断して

決定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３．学習の計画と評価の観点 

 

 

 

 

 

学
期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

評価の観点 

考
査
範
囲 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

主 

１ 

学 

期 

４ ・基礎製図 
・製図の用具と材料 

 

・製図の概要について学習する。 
 

 〇 〇 

確
認
テ
ス
ト
（
授
業
内
） 

５ ・製図の規約 
・建築製図の基礎 
（線の練習） 

 

・道具の使い方を学習し，名称を覚える。 
・製図に関するＪＩＳを学習する。 
 

 〇 〇 

６ ・家具製図 
（課題１） 
センターテーブル 
 

 
 

・家具（テーブル）の図面を作図する 
・3面図について理解する。 
 

〇 〇 〇 

７ （課題２）飾り棚 
 

・家具（飾り棚）の図面を作図する 
・3面図について理解する。 
 

〇 〇 〇 

 
 

２ 

学 

期 

８ （課題３）安楽椅子 
 

・家具（椅子）の図面を作図する 
・3面図について理解する。 
 

〇 〇 〇 

確
認
テ
ス
ト
（
授
業
内
） 

９ ・トレース技能 
 

・トレースの技法を学習する。 
＊トレース技能検定（３級受験） 
 

〇 〇 〇 

１０ ・軒先マワリ詳細図 
 

・軒先マワリ詳細図をかき，製図の線に慣れる。 
・建築図面の読み方や描き方を理解する。 

＊製図コンクールに出展 

〇 〇 〇 

１１ ・建築製図（課題１） 
平屋建て専用住宅 

（配置図・平面図） 

・建築図面の読み方や描き方を理解する。 〇 〇 〇 

１２ ・建築製図（課題２） 
平屋建て専用住宅 

（立面図・断面図） 
 

・建築図面の読み方や描き方を理解する。 〇 〇 〇 

３ 

学 

期 

１ ・建築製図（課題２） 
平屋建て専用住宅 

（立面図・断面図） 
 

・建築図面の読み方や描き方を理解する。 〇 〇 〇 

 

２ ・建築製図（課題３） 
平屋建て専用住宅 

（断面詳細図） 

 

・建築図面の詳細図が理解する。 〇 〇 〇 

３ ・建築製図（課題３） 
平屋建て専用住宅 

（断面詳細図） 

 

・建築図面の詳細図が理解する。 〇 〇 〇 



シラバス                                         岐阜県立高山工業高等学校 
 

 工業情報数理  

 

 
 

教   科 工業（建築インテリア） 単位数 ２ 学科・学年 建築インテリア工学科・1年 

使用教科書  工業情報数理（実教出版） 

副教材等  自作プリント 

 
 

 

「工業情報数理」の到達目標は 
 

  

 工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、工業の建築インテリ

ア分野における情報技術の進展への対応や事象の数理処理に必要な資質・能力を次のとおり育成すること

を目指す。 

（1）工業の建築インテリア分野における情報技術の進展と情報の意義や役割及び数理処理の理論を理解す

るとともに、関連する技術を身に付けるようにする。 

（2）情報化の進展が産業社会に与える影響に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に

基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

（3）工業の建築インテリア分野において情報技術及び情報手段や数理処理を活用する力の向上を目指して

自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 
 

 

１．評価の観点の趣旨と方法 

 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

評

価

の

観

点

の

趣

旨 

 

・情報技術に関する基礎的な知

識と技術を理解し、情報技術を

利用した情報の収集・処理・活

用のために必要な技能を身に

つけている。 

 

 

 

・諸問題の解決をめざしてみず

から思考を深め、問題解決方法

を適切に判断する能力を身につ

けており、情報技術を活用して

情報を処理・表現することがで

きる。 

・情報技術に関する基礎的な知

識と技術に関心をもち、その習

得に向けて意欲的に取り組む

とともに、実際に活用しようと

する創造的・実践的な態度を身

につけている。 

 

 

 

評

価

の

方

法  

・定期考査（年５回実施） 

（知識・理解を問う設問） 

・長期休業中における課題と宿

題テスト 

・小テスト 

・確認プリント 

・ワークシート 

・授業ノート 

・設問に対し、適切な公式を用

いて解答が導き出せる。 

・資料から情報を収集・選択し

て問題が処理できる。 

・成果物（提出された課題の内

容、実験結果等） 

 

・思考・判断した過程や結果を適

切に説明（表現・発言）できる。 

・確認プリントやワークシート、

授業ノートの記述内容  

・定期考査、小テスト、宿題テス

ト（思考・判断・表現を問う） 

・成果物（授業ノート、授業プリ

ント、レポート内容） 

 

 

 

・出席状況   

・授業準備（必要な持ち物、事

前課題提出等） 

・授業態度（身だしなみ、言葉

遣い、挙手、取組状況等） 

・成果物（レポート提出、課題

提出、授業ノート、授業プリ

ント等） 

・生徒自己評価 

・生徒相互評価  

     

 

 

 
 
 



２．評価の規準（及び年間の評定）  

内容のまとまり(単元) 知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

第１章  

産業社会と情報技術 

 

１節 

コンピュータの構成と

特徴 

 

２節 

情報化の進展と産業社

会 

 

３節 

情報化社会の権利とモ

ラル 

 

４節 

情報のセキュリティ管

理 

 

" 

 

 

 

 

 

 

・情報・情報処理・デー

タ・情報化社会などの

用語を理解している。 

・コンピュータの構成要

素をハードウェアと

ソフトウェアに区別

でき、それぞれの特徴

理解している。 

・身のまわりのどの機器

にコンピュータが組

み込まれ利用されて

いるか、産業界のどの

分野でコンピュータ

がどのように利用さ

れているか調査を行

い、まとめることがで

きる。 

・情報化社会で守るべき

モラルについて、情報

技術を利用して法的

な根拠について理解

している。 

・情報の不正利用の技術

的な防止方法を調査

し、報告書にまとめる

ことができる。 

・VDT 作業時の健康障

害を防止する方法を

理解している。 

・メディアの特性とコミ

ュニケーション手段

の特徴についてその

変遷も踏まえて科学

的に理解している。 

・情報デザインが人や社

会に果たしている役

割を理解している。 

・情報技術の進展にとも

ない産業社会に及ぼ

す影響について、光と

影の部分に関して思

考・判断でき、自分の

考えを表現できる。 

・コンピュータがパソコ

ンだけでなく、制御や

通信など多くの機器

に組み込まれて活用

されていることが考

察できる。 

・情報化社会で守るべき

モラルについて具体

的に考え、たがいの意

見を述べたり発表し

たりできる。 

・コンピュータの不正利

用防止のために、それ

らの実態を知り、技術

的な対処方法が必要

であることが考察で

きる。 

・コンピュータ利用のさ

いの健康面での注意

事項について理解で

きる。 

・メディアとコミュニケ

ーション手段の関係

を科学的に捉え、それ

らを目的や状況に応

じて適切に選択でき

る。 

・コミュニケーションの

目的を明確にして適

切かつ効果的な情報

デザインを考えるこ

とができる。 

・現代社会では、コン

ピュータがどのよう

な特徴をもち、どのよ

うに利用されている

かなどについて関心

をもち、意欲的に学習

に取り組み、学習態度

は真剣である。 

・コンピュータが回路や

素子の構成に支えら

れ発達してきたこと

や、身のまわりのさま

ざまな機器や FA・OA

に活用されているこ

とに関心をもち、意欲

的に学習に取り組み、

学習態度は真剣であ

る。 

・知的財産権・プライバ

シーの保護・コンピュ

ータの不正利用対策・

コンピュータウイル

ス、および、それらの

対策などに関心をも

ち、意欲的に学習に取

り組み、学習態度は真

剣である。 

第６章 ハードウェア 

 

１節 データの表し方 

 

２節 論理回路の基礎 

 

３節 

処理装置の構成と動作 

 

 

 

・２進数と 16 進数につ

いて理解し、四則計算

や変換・計算ができ

る。 

・基本論理回路を用い

て、半加算回路や全加

算回路、エンコーダ・

デコーダ・フリップフ

ロップなどを構成す

る技能を習得してい

る。 

・10 進数の構成から、

２進数と 16進数の構

成が説明できる。 

・基本論理回路を用いた

応用回路について、論

理的に考察できる。 

・RS-FF、JK-FF、T-

FF、D-FFの違いを考

察できる。 

・コンピュータにおける

ハードウェアの役割

・２進数、10進数、16

進数などに関心があ

る。 

・基本論理回路とその応

用回路、エンコーダと

デコーダ、フリップフ

ロップとカウンタな

どに関心がある。 

・処理装置と周辺装置に

関心がある。そして、

上記の事項について



 

 

 

 

 

 

・コンピュータに周辺装

置について理解し、適

切に接続する技能を

習得している。 

としくみを理解し、説

明できる。 

・利用目的に応じた適切

な周辺装置を選択し、

提案することができ

る。 

意欲的に学習に取り

組み、学習態度は真剣

である。 

第２章  

コンピュータの基本操

作とソフトウェア 

 

１節 

コンピュータの基本操

作 

 

２節 

ソフトウェアの基礎 

 

３節 

アプリケーションソフ

トウェア 

 

 

 

 

・キーボードやマウスを

扱う技能を習得して

いる。 

・記憶装置の種類と特徴

を理解し、扱う技能を

習得している。 

・アプリケーションソフ

トウェアに共通する

基本的な操作などの

技能を習得している。 

・情報の種類によって適

切なアプリケーショ

ンソフトウェアを選

択して使いこなす技

能を習得している。 

・各種記憶装置の取り扱

い方の必要性が判断

できる。 

・OS とハードウェア、

応用ソフトウェアの

関係が考察できる。 

・アプリケーションソフ

トウェアの中から必

要なソフトウェアを

選択することができ

る。 

・各種のアプリケーショ

ンソフトウェアを活

用して情報を処理し、

必要な形式で出力で

きる。 

・コンピュータの起動・

終了、キーボードの操

作、マウスの基本操

作、記憶装置の取り扱

いなどに関心をもち、

意欲的に学習に取り

組み、学習態度は真剣

である。  

・基本ソフトウェアと応

用ソフトウェアの違

い、OS の目的と種類

などに関心をもち、意

欲的に学習に取り組

み、学習態度は真剣で

ある。 

・日本語ワードプロセッ

サ、表計算ソフトウェ

ア、プレゼンテーショ

ン支援ソフトウェア、

データベースソフト

ウェア、図形処理ソフ

トウェアなどに関心

をもち、意欲的に学習

に取り組もうとする。 

第３章 

プログラミングの基礎 

 

１節 

プログラム言語 

 

２節 

プログラムのつくり方 

 

３節 

流れ図とアルゴリズム 

 

 

 

 

・機械語、アセンブラ言

語、高水準言語につい

て理解している。 

・基本的なアルゴリズム

を組み合わせて応用

的なアルゴリズムを

作成する知識を身に

つけている。 

・基本的なプログラムを

作成し、実行する技能

を習得している。 

・アルゴリズムと流れ図

について理解し、これ

らを活用する技能を

習得している。 

・機械語、アセンブラ言

語、高水準言語の用途

を判断し、適切な言語

を選択できる。 

・インタプリタとコンパ

イラの違いを理解し、

用途を考察できる。 

・最適なプログラムを記

述するために必要な

アルゴリズムを考え

て流れ図として表現

できる。 

・用途に応じたプログラ

ム言語の違いや、プロ

グラムのつくり方に

関心をもち、意欲的に

学習に取り組み、学習

態度は真剣である。 

・問題解決の処理手順で

あるアルゴリズムと、

アルゴリズムを実現

するための流れ図を

描くことに興味をも

ち、意欲的に学習に取

り組み、学習態度は真

剣である。 

第４章 

BASIC によるプログラ

ミング 

 

１節 BASICの特徴 

 

２節  四則計算のプロ

グラム 

・BASIC プログラムの

作成手順を理解し、簡

単なプログラム作成

のための技能を身に

つけている。 

・INPUT文、READ 文、

DATA文、IF～THEN

文などについて、それ

・簡単なプログラムを読

んで、どのような結果

が出力されるか考察

できる。 

・選択処理プログラム、

繰返し処理プログラ

ムを読んで、処理手順

をトレースできる。 

・プログラムの作成手順

に関心をもち、意欲的

に学習に取り組もう

とする。 

・基本的な命令を理解

し、四則計算プログラ

ム・文字データを出力

するプログラム・数値



 

３節  文字データの取

り扱い 

 

４節 データの読取り 

 

５節 選択処理 

 

６節 繰返し処理 

 

７節 配列処理 

 

８節 外部関数 

 

９節 グラフィックス 

 

らの使い方に関する

知識を身につけてい

る。 

・メインプログラム、外

部関数などの用語を

理解している。 

・一次元配列、二次元配

列の概念を理解し、配

列を用いたデータの

並べ替えなどに関す

る知識を身につけて

いる。 

・グラフィックスに用い

られる命令に関する

知識を身につけてい

る。 

 

・問題を解決するための

アルゴリズムを理解

し、みずからプログラ

ムを作成し、他人が利

用できるソフトウェ

アのプログラムを記

述できる。 

・他人が理解できるわか

りやすい最適化され

たプログラムを記述

できる。 

 

データや文字列デー

タを扱うプログラム・

選択処理・繰返し処理

などのプログラムに

関心をもち、意欲的に

学習に取り組み、学習

態度は真剣である。 

・配列処理によるデータ

の並べ替え、メインプ

ログラムや外部関数、

グラフィックスなど

に関心をもち、意欲的

に学習に取り組み、学

習態度は真剣である。 

第７章 

コンピュータネットワ

ーク 

 

１節 

コンピュータネットワ

ークの概要 

 

２節 

コンピュータネットワ

ークの通信技術" 

 

 

 

 

 

 

・データ通信システムと

情報通信ネットワー

クの概要について理

解している。 

・コンピュータネットワ

ークに使用されてい

る機器について理解

し、簡単な接続ができ

る。 

・コンピュータネットワ

ークで使用するプロ

トコルについて理解

し、簡単な設定や操作

などの技能を習得し

ている。 

・停電対策や雷対策につ

いて理解している。 

・家庭のインターネット

接続について適切な

方式を選択し提案で

きる。 

・コンピュータ実習室の

ネットワークに使用

されている機器やネ

ットワークの構成に

ついて説明できる。 

・コンピュータネットワ

ークで使用するプロ

トコルの知識をもち、

適切なプロトコルを

利用できる。 

・データ通信の概要とネ

ットワークの概要に

ついて関心がある。 

・家庭のインターネット

接続やコンピュータ

実習室のネットワー

クに関心がある。 

・コンピュータネットワ

ークに使用する機器

やプロトコルに関心

があり、学習態度は真

剣である。 

第８章 

コンピュータ制御 

 

１節 

コンピュータ制御の概

要 

 

２節 

制御プログラミング 

 

３節 

組込み技術 

 

 

 

 

 

・コンピュータ制御の概

要について理解して

いる。 

・コンピュータ制御に必

要なプログラムにつ

いて理解している。 

・LED 点灯など、簡単な

コンピュータ制御の

構成法や操作などの

技能を習得している。 

・コンピュータ制御にお

いて、スイッチ入力回

路および LED 点灯回

路、また、パルスモー

タ制御回路を製作す

る技能を習得してい

る。" 

・身のまわりの機器がコ

ンピュータ制御され

ていることを知り、ど

のような制御を行っ

ているか説明できる。 

・身のまわりの機器に組

み込まれているコン

ピュータの特徴を説

明できる。 

・機器に適したコンピュ

ータ制御の方法を判

断して説明できる。 

・身のまわりのコンピュ

ータ制御に関心があ

る。 

・コンピュータ制御の具

体的な方法に関心が

ある。 

・身のまわりの組込み技

術とその特徴に関心

がある。 

・コンピュータ制御につ

いて関心があり、上記

の事項について意欲

的に学習に取り組み、

学習態度は真剣であ

る。 

・1年間の評定は、１学期・２学期・３学期の年間を通じて、３観点をバランスよく判断して決定します。 

 



３．学習の計画と評価の観点 

学
期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

評価の観点 

考
査
範
囲 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

主 

１ 

学 

期 

４ 第１章 産業社会と情報
技術 

 
１．コンピュータの構成
と特徴 
 
２．情報化の進展と産業
社会 
 
 
 
 
 
 
 
３．情報化社会の権利と
モラル 
 
 
４．情報のセキュリティ
管理 

・コンピュータの基本構成について理解する。 
・ハードウェアとソフトウェアの関係について理解す
る。 

・コンピュータの特徴について理解する。 
・コンピュータが回路や素子の進歩に支えられて発達
してきたことを理解する。 

・コンピュータが身のまわりのさまざまなものに組み
込まれ、さらにインターネットなどに接続され利用
されていることについて理解さする。 

・工場や販売流通、オフィスなどにおいて、コンピュ
ータによる自動化が作業を効率的に進めていること
について理解する。 

・コンピュータとネットワークの発達が効率的なコン
ピュータシステム利用や環境保護に貢献しているこ
とを理解する。  

・知的財産権、プライバシーの保護、ネチケットなど

自分と他人の権利を守ることやモラルの重要性を理

解する。  
・コンピュータウイルス対策や情報の不正利用防止の
ための基本的な技術を理解する。 

・VDT作業における注意点やテクノストレス防止な

ど、コンピュータ利用時の健康管理について理解す

る。  

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

中
間
考
査 

５ 第６章 ハードウェア 
 
１．データの表し方 
 

 
 
・コンピュータで用いるデータの表し方について理解
する。  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

６ ２．論理回路の基礎 
 
３．処理装置の構成と動

作 

・２値で演算や制御を行う論理回路の基本について理
解する。  

・コンピュータの構成、処理装置の動作について理解
する。 

・入出力装置と補助記憶装置について理解する。 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 
期
末
考
査 

７ 第２章 
コンピュータの基本操作
とソフトウェア 
１．コンピュータの基本
操作 
２．ソフトウェアの基礎 
  

 
・コンピュータの正しい利用手続き、キーボードやマ
ウスの基本的な操作について理解する。 

・作成したデータ保存やデータ利用に必要な補助記憶
装置の取り扱いについて理解する。"  

・ソフトウェアの分類とオペレーティングシステムの

目的および基本操作について理解する。 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

２ 

学 

期 

          

８ 

 

 

 

 

３．アプリケーションソ

フトウェア 

・どのようなアプリケーションソフトウェアがあるか理
解させ、実際に使えるようにする。  

○ ○ 

 

 

 

中
間
考
査 

９ 第３章  

プログラミングの基礎 

１．プログラム言語 

２．プログラムのつくり

方 

３．流れ図とアルゴリズ

ム 

 

・プログラム言語の種類について理解する。  

・問題解決の手段としてのアルゴリズムやプログラム

の作成の意味を理解する。  

・順次・選択・繰返しの三つの基本的な流れ図と構造

化プログラミングの意義について理解する。  

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 



 

１０ 第４章 BASICによるプ

ログラミング 

 １．BASICの特徴 

 ２．四則計算のプログ

ラム 

 

 

・BASICの特徴、簡単なプログラム作成について理解

させる。 

・データの出力、データの入力、関数の計算について

理解させる。 

 

 

○ 

 

○ 

  

 

○ 

 

○ 

期
末
考
査 

１１ ３．文字データの取り扱

い 

４．データの読取り 

 

・文字データの取り扱いについて理解させる。 

 

・プログラム中にデータを設定する方法を理解させ

る。 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

１２  ５．選択処理 

 

 ６．繰返し処理 

 

 ７．配列処理 

 

 ８．外部関数 

 

 ９．グラフィックス 

・条件による選択処理について理解させる。 

 

・繰返し処理とその書式について理解させる。 

 

・配列の利用と書式について理解させる。 

 

・メインプログラム（主プログラム）と外部関数の関

係について理解させる。 

・コンピュータグラフィックスの基本的事項について

理解させる。 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 ○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

３ 
学 
期 

１ 第７章  

コンピュータネットワー 

ク 

 

１．コンピュータネット

ワークの概要 

 

 

２．コンピュータネット

ワークの通信技術 

・コンピュータネットワークを利用したデータ通信の

利点について理解する。 

・身近なコンピュータネットワークについて理解す

る。  

・ネットワーク機器とネットワークの形態について理

解する。 

・家庭のコンピュータをインターネットに接続する方

法について理解する。 

・コンピュータネットワークに必要な通信技術や技術

的な約束事について理解する。  

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

学
年
末
考
査 

２ 第８章 

コンピュータ制御 

 

１．コンピュータ制御の

概要 

２．制御プログラミング 

 

３．組込み技術と問題の

発見・解決 

 

 

 

・コンピュータ制御の考え方について理解する。 

  

・コンピュータ制御の具体的な方法について理解す

る。  

・身のまわりの組込み技術の概要を知り、特徴を理解

させる。  

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

３      
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 建築構造  

 

 
 

教   科 工業 単位数 ２ 学科・学年 建築インテリア工学科 １年 

使用教科書 建築構造（実教出版） 

副教材等 図説 建築資料集（実教出版）、建築構造演習ノート（実教出版） 

 
 

 
「建築構造」の到達目標は 

 

  

（１）現代社会で生活文化を支える各種の建築物の構造形式や構成材料の概略を理解させる。 

（２）木構造、鉄筋コンクリート構造、鋼構造を構成する部材名称や部材の働き、構成方法を理解させる。 

（３）木構造、鉄筋コンクリート構造、鋼構造に用いられる材料の名称や特性を理解させる。                          

（４）合成構造を構成する部材の働き、構成方法及び材料の特性の概要を理解させる。 

 

 

１．評価の観点の趣旨と方法 

 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

の

観

点

の

趣

旨 

建築物の構造や建築材料に関

する基礎的な知識の習得をも

とに、建築に関わる諸事項を合

理的かつ的確に遂行する技術

や技能を身に付け、環境への配

慮を心がけたうえで活用する

ことを理解している。 

建築物の構造や建築材料に関す

る基礎的な知識や技能の習得を

もとに、建築物の設計や施工を

するときに生じる諸問題の解決

を目指して自ら思考し、判断し

創意工夫する能力を身に付ける

とともに、その成果を適切に表

現することを考えている。 

建築物の構造や建築材料に関

心を持ち、これらに関する基礎

的な知識や技能の習得に粘り

強く取り組むとともに、学習状

況を把握し、自ら立てた学習計

画により取り組もうとしてい

る。 

評

価

の

方

法 

・年間５回の定期考査 

・小テスト 

・授業中の発言 

・年間５回の定期考査 

・小テスト 

・授業中の発言 

・授業中の発言 

・ノートやレポートの記述 

・授業中の行動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２．評価の規準（及び年間の評定）  

内容のまとまり(単元) 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

１章 

建築構造のあらまし 

 

 

 

 

 

 

・建築構造の歴史的発

達、なりたち、分類、

建築物に働く力、関連

する法規や規準に関

する基礎的な知識を

身に付け、身近な建築

物や歴史的建築物が

関わる社会的環境や

意義ついて理解して

いる。 

・建築構造の歴史的発

達、なりたち、分類に

関する基礎的な知識

をもとに、身近な建築

物を観察し、それぞれ

のなりたちや分類に

ついて思考・判断でき

る能力を身に付ける

とともに、その成果を

適切に表現すること

を考えている。 

・建築構造の歴史的発

達、なりたち、分類、

建築物に働く力、関連

する法規や規準に関

心を持ち、これらに関

する基礎的な知識や

技能の習得に向けて

粘り強く取り組むと

ともに、学習状況を把

握し、自ら立てた学習

計画により取り組も

うとしている。 

２章 

木構造 

 

 

 

 

 

 

・木構造のうち、おもに

在来軸組構法の構造

形式や構成部材、およ

び木構造に用いられ

る建築材料に関する

基礎的な知識を習得

し、こんにちの技術の

観察をふまえ、木構造

に関する諸事項を合

理的かつ的確に遂行

する技術や技能を身

に付け、環境への配慮

を心がけたうえで活

用することを理解し

ている。 

・木構造のうち、おもに

在来軸組構法の構造

形式や構成部材、およ

び木構造に用いられ

る建築材料に関する

基礎的な知識をもと

に、身近な建築物を観

察し、構造形式や構成

部材、建築材料につい

て考え、自ら構想する

建築物に適する構造

形式や構成部材、建築

材料を適切に判断し、

創意工夫する能力を

身に付けるとともに、

その成果を適切に表

現することを考えて

いる。 

・木構造のうち、おもに

在来軸組構法の構造

形式や構成部材、およ

び木構造に用いられ

る建築材料に関する

基礎的な知識や技能

に関心を持ち、これら

の習得に向けて粘り

強く取り組むととも

に、学習状況を把握

し、自ら立てた学習計

画により取り組もう

としている。 

1 年間の評定は、１学期・２学期・３学期の年間を通じて、知識・技能（技術）を重視し総合的に判断し

て決定します。 
 

３．学習の計画と評価の観点 

学
期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

評価の観点 

考
査
範
囲 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

主 

１ 

学 

期 

４ 「建築構造」を学ぶにあたっ

て 

建築物および建築構造とは何かを理解させ、これから学ぶことの

概要を把握する。 

 〇 〇 

１
学
期
中
間
考
査 

第１章 建築構造のあらまし 

１ 建築構造の歴史的発達 

建築構造の歴史的発達を社会情勢や科学技術の進歩、発展などに

重ね合わせて理解する。 

〇 〇  

５ ２ 建築構造のなりたち 建築物はどのような部分からなりたっているか理解する。 〇  〇 

３ 建築構造の分類 躯体に用いる材料、つくり方、形による分類について理解する。 〇   



 

４ 建築物に働く力 建築物に作用する外力の種類、外力により生じる力の種類につい

て理解する。また、建築物に与える自然災害の影響について理解

し、防災意識の高揚もはかる。 

〇 〇  

６ ５ 関連する法規と規準 建築材料の規格、建築物を設計施工するための法規や規準につい

て概要を把握する。法規に関連させて、技術者倫理について考え

る。 

〇 〇  

１
学
期
期
末
考
査 

第２章 木構造 

１ 構造の特徴と構造形式 

木構造の一般的な特徴を把握させ、現在用いられている構造形式

の種類と特徴の概要を理解する。 

〇 〇  

２ 木材 建築用木材の種類と特徴、木材一般の性質、合板など木質材料の

特性について理解する。 

〇  〇 

７ ３ 木材の接合 継手や仕口の種類と使用箇所、接合部に用いられる金物の種類と

使用箇所、接合の注意点について概要を理解する。 

 

〇  〇 

４ 基礎 地盤の種類や強さと関連させて、基礎の形式、設計上の注意点に

ついて理解する。 

〇 〇 〇 

２
学
期 

８ 

 

９ 

５ 軸組 

（１ 軸組のあらまし～７ 

間柱・貫） 

軸組構成の概要を把握し、土台・柱・胴差の配置、および、それ

ぞれの部材の接合方法、慣用的な断面寸法、使用材料について理

解する。 

〇 〇 〇 

２
学
期
中
間
考
査 

１０ ５ 軸組        

（８ 耐震・耐風計画） 

耐震・耐風計画の要点と手法の概要を理解する。また、耐震補強

の必要性、方法の概要を理解する。 

〇 〇 〇 

１１ ６ 小屋組 小屋組を構成する部材の配置、名称や働きを理解する。部材の一

般的な断面寸法も理解する。また、屋根形状の名称の概略を把握

する。 

〇 〇 〇 

２
学
期
末
考
査 

７ 床組 床組を構成する部材の配置、名称や働きを理解する。部材の一般

的な断面寸法も理解する。 

〇 〇 〇 

８ 階段 階段を構成する部材の配置、名称や働きを理解する。 〇 〇 〇 

１２ ９ 外部仕上げ 外部仕上げの役割と材料を理解するとともに、屋根・軒天井・ひ

さし・とい・外壁・開口部の構成部材の配置、名称、働きを理解

する。建築物を取り巻く自然条件や人工的な条件を把握し、適切

な仕上げ材料を選択できるようにする。 

〇 〇 〇 

３
学
期 

１ １０ 内部仕上げ 内部仕上げの役割と材料を理解するとともに、床・内壁・天井・

造作・開口部などの構成部材の配置、名称、働きを理解する。 

〇 〇 〇 

学
年
末
考
査 

２ 

 

３ 

１１ 木造枠組壁構法 木造枠組壁構法の特徴、構造材料の特徴、躯体の構成を理解す

る。 

〇 〇 〇 
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